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第15章 まとめ―縄文時代以降の原田遺跡―

第 1節 各調査区のまとめ

3区は中世から縄文時代前期までの遺構や遺物が検出されている。中心 となる時代は縄文時代

で,特に晩期は配石墓や土器溜まり数基が検出され, また,2区から続 く縄文時代晩期の包含層が

調査区の南端に広がっていた。縄文時代前期の遺物 も若干出土 しているが,調査区北側の河岸段丘

の斜面に堆積 した包含層から出土 している。同様に2区や後述する4区からも早期や前期の遺物が

各調査区の北側の包含層で出土している。原田遺跡のうち,斐伊川の氾濫原である 1区から4区は

縄文時代早期以前に斐伊川の氾濫で削平され,その後徐々に埋まっていき,後期にはある程度の面

積を持つ平坦面が広が り,遺構の形成が始まったと考えられる。本格的な集落の形成は晩期 となる。

4区 も中世から縄文時代前期までの遺構や遺物が検出されている。本調査区の中心 となる時代は

弥生時代と縄文時代で,弥生時代は中期後半から後期の遣物がまとまって出土している。これらの

遺物は,斐伊川の旧河道の上に堆積 した縄文時代の土層を覆う砂層から主に出土 している。弥生時

代の竪穴建物跡は6区で検出されてお り,集落の中心は6区や 7区の段丘面に形成されていたもの

と考えられる。

4区は斐伊川が山の斜面にぶつか り,急角度で流れを変える内側に位置しているため,増水時に

水が流れ込んだり,ま た斐伊川の本流そのものが調査区内を流れることもあったと思われる。現在

はコンクリー ト製の堤防に守られているものの,縄文時代であれば大規模な洪水でなくても河川の

影響を受けたはずである。実際,縄文時代早期から後期までは調査区の大半が,可道か河原となって

いたようである。その後,土砂の堆積が始まり,晩期には氾濫原がほぼ埋まっていた。 1区から3

区は後期から遺構の形成が始まっているが, 4区は晩期からと遅 く, また検出された遺構の数も非

常に少ないため,集落の縁辺であったと考えられる。

8区は中世から縄文時代晩期の遺構や遺物が確認されているが,中心となる時代は中世と古墳時

代,縄文時代である。調査区の北側は斐伊川の攻撃面となっているが,水面からは高低差があるた

め,調査を行った範囲に斐伊川の河床礫が出土することはなく,旧石器時代以降,斐伊川の影響を

全 く受けていない安定した河岸段丘であった。

8区で中世の遺物がまとまって出土 しているのは,中世の包含層である0層が調査区全体に残っ

ていたためで,陶磁器の出土数は多 くないが,鉄製品の出土数が多い。これは後述する2区で精錬

鍛冶, 9区で何らかの鉄の生産が行われていた可能性が高いことと関係しているのではないだろう

か。しかし,出土した陶磁器の年代は14～ 16世紀であり非常に幅がある。0層に属する遺構がほと

んど検出できなかったことから, まとまった出土状況で発見された遺物もなく,主要な遺物である

鉄製品の年代が,中世のいつ頃に属するのか特定することは不可能であった。

8区には,今回の報告書で唯―の竪穴住居跡が検出されている。時代は古墳時代前期である。土

坑が2基掘り込まれており,そのうち1基には土坑の壁面に貼 り床と同質の粘土が貼られていた。

2基 とも遺物がほとんど無く,廃棄土坑ではないと考えられるため,貯蔵穴と考えられる。粘土貼

りの土坑は水の漏れを防ぐために施されていたものではないだろうか。また,古墳時代後期の土器
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溜まりが数力所で確認されている。出土土器は土師器が主で,須恵器も出土 している。硬化面や焼

土を伴うものもあり,竪穴住居跡の可能性 も考えられるが,黒色土中で床面や壁面の確認はできな

かった。これらの上器溜まりの時期は 1区の原田古墳の時期とほぼ同じ6世紀末と考えられる。他

の調査区からはこの時期の土師器や須恵器はほとんど出上していない。ましてや遺構は全 く検出さ

れていない状況である。原田古墳を造営 した集落にしては, 8区は規模が小さいため集落そのもの

ではないとしても,古墳の築造に関わっていた人々に関係 していたと考えている。

縄文時代は土器溜まりとしている土器の集中地点が数力所確認されている。特に土器溜まり4は

深鎌の 1個体分が出土 してお り,土器埋設遺構 と考えても良いと思われる。

9区は中世の建物跡が検出されている。柱穴は大型で,中から鉄津や焼土が出上 しているものが

多かった。建物の床面は検出されておらず,削平されているものと考えられる。建物の性格は不明

であるが,鉄淳や焼土が出上 している点から考えると,鉄生産に関係 した遺構であったと考えても

良いのではないだろうか。

第 2節

1.遺構

原田遺跡の縄文時代

本報告で,縄文時代の遺構 と判断されたのは,土坑 9基,性格不明遺構 4基,土器溜まり8ケ 所

である。土坑は,落 し穴(4区SK25。 32)や石錘溜まり(4区SKll)を 含み,石錘溜まりからは,頁

岩製の石錘が13点 出土 している。性格不明遺構のうち,4区SX01・ 02・ 05は配石遺構で,SX02は

下部に土坑を伴う。時期は,出土土器から晩期前半ごろと思われる。土器溜まりは全部で 8ヶ 所確

認されたが,検出状況は一様でなく,個 々に異なる性格の遺構 と判断される。例えば,晩期前半の

3区土器溜まり2は 第153図 1の土器一個体がつぶれた状況で検出され,同 じく晩期の 8区土器溜

まり1と 土器溜まり3は,十数点の上器がまばらに散在していた。その一方で,晩期前葉の 3区土

器溜まり3と 後期前葉の 4区土器溜まり1は,平面円形を呈 し, レンズ状の堆積をしていることか

ら,住居内廃棄の可能性が考えられる。直下に硬化面や焼土は検出できなかったものの,晩期の住

居址には焼土や硬化面を伴わない例も多 く,本来的な住居址の存在は否定できない。この他に, 3

区SX04と 8区土器溜まり4は,それぞれ晩期前半と後期前葉の上器埋設遺構の可能性がある。完

存していなかったため認定できなかったが, どちらもほぼ一個体に復元でき,完形に近い状態で埋

納 もしくは放置されたと思われる。

2.遺 物

遺物は,早期から晩期までの上器,石器が出上している。最も古い土器は, 4区SK49よ り出土

した長山馬籠式(第 190図 1)である。共伴した石鏃(2)も ,丁寧な押圧剥離が施され,V字の深い

袂りを持つなど古い特徴を兼ね備えている。前・中期の遣物は,北 白川 Ib～ Ⅱa式や船元式が僅

かに見られる程度であった。後期は,前葉と後葉の上器が多く,主に暮地式,権現山式,元住吉山

Ⅱ式,宮滝式が出土している。晩期は本調査区の最盛期で,特に前半の濠賀里Ⅱ～Ⅲa式の遺物が

充実している。これは,晩期前半の上器が多い2区西半からの連続した様相と思われる。この他に

注目される遺物として石棒があげられる。石棒は,破片を含めると総計26点 と,中国地方でも最多

の出土量を誇る。完形品は無く,石棒破砕を伴う祭祀が予測される。
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3.土器溜まり出土資料の検討

本調査区では土器溜まりが8ケ 所確認され,各々が時期別に良いまとまりを呈している。そこで,

他遺跡の資料を参考にしながら若干の検討を加えてみる。

【暮地式から北原本郷DT05段階の上器について】

まず,後期前葉の暮地式の土器溜まりとして,3区 5。 6層土器溜まり1と 4区 5～ 10層土器溜

まり1が挙げられる。また, 4区 5～10層 出土土器もほぼ同時期と推定され, これらの資料を一括

して検討する。第192図 1と 第195図 3は,頚部が僅かに外反する屈曲形深鉢に,二条の沈線で区画

文や釣状文が描かれる。口縁都は,肥厚した口唇部に一条の沈線を走らせ,大型の突起を配置する。

第192図 1は文様間に縄支が充填される。

続いて他器種を見てみる。3区土器溜まり1に は,暮地式の特徴であるバケツ形浅鉢が見られ,

2条の沈線と単節RL縄文による区画文が描かれる。4区 5～ 10層 の資料には,壼形鉢やボール形

浅鉢,皿形浅鉢なども見られ,おおむね暮地式に特徴的な器種がそろっているようだ。砲弾形無文

深鉢は,粗いナデ調整が主体を占め,内面に条痕を施すものが若干見られる。口縁は総じて無文で,

丸くすぼめるものの他に,ナデで面取 りを行なうものも多い。

さて,本資料と後続する縁帯文成立期の北原本郷DT05資料と比べてみると,後者において,口

縁刻目の多用や器種紅成の変化,文様の著しい無文化などの大きなヒアタスが看取される。こうし

た現象に対して筆者は,当地域で多出する松ノ木式類似土器に注目し,「暮地式段階に,瀬戸内地

方から松ノ木式を製作する集団が当地域へ進出し,在地集団と接触,併存,融合を経て北原本郷

DT05段 階ヘローカライズされた」と解釈した(稲 田2007)。 ここで問題となるのは,文頭の「暮地

式段階」の具体的な時期であるが,こ の点に関して,川平 I遺跡の土器溜まり資料は興味深い。川|

平 I遺跡の屈曲形深鉢は,原田遺跡の暮地式と比べ口縁の外反が大きく,頚部文様帯が無文化して

いるなど, より新しい特徴を備えている。また,砲弾形無文深鉢に条痕調整が認められず,ナデ調

整に統一されている点も新出の様相と言えよう。さらに,縄文を施す資料がほとんど見られない点

も,無文化という流れの中で重視される。

そして最も重要なのが,縁帯文成立期に隆盛する口縁部刻目を持つ屈曲形鉢と砲弾型深鉢,方形

渦巻文の構かれたボール形浅鉢の存在である。これらの器種の出現は,松ノ木式類似土器の影響と

理解でき,両者の並行関係を強く示唆する。本資料中には,松ノ木式類似土器そのものは見られな

いが,松ノ木式類似土器を出土した家の後 I遺跡は,斐伊川を挟んで川平 I遺跡のすぐ対岸に位置

し,両者が何らかの関連を持っていたことは十分に想定できる
1)。          ｀

以上の所見より,原田遺跡 3区土器溜まり1・ 4区土器溜まり1・ 5～10層 資料→川平 I遺跡土

器溜まり資料・松ノ木式類似土器→北原本郷DT05段 階という変遷が指摘できるのではないだろう

か。ただし,本案はあくまでも型式学的根拠による推論であり,今後層位的な検証によって裏付け

ていかなければならないだろう。

【山陰地方の滋賀里Ⅲa式から原田式古段階の土器について】

続いて,晩期前半の3区土器溜まり3・ 4を検討してみよう。これらの上器群は,おおむね晩期

前半に属すると思われ, ここでは岡田憲―の優れた論考(岡 田1998,2003,2006)に 導かれながら,深

鉢を中心に位置付けを行なう。

まず,土器溜まり4資料を見てみよう。第163図 6は,内面に稜を持たせながら,「 く」宇状に短
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く外反する口縁を持ち,頚部は幅広のナデによって区画されている。こうした特徴は,岡田分類の

深鉢AⅡ 類に相当する(岡 田1998)。 また10や 11も ,頚部内面の稜や短 く外反する口縁などから,ほ

ぼ同時期と考えて良いだろう。一方 7～ 9は,外反する口縁部幅が長大で頚部のナデや内面稜が見

られず,岡田分類AⅣ類に比定される。5は砲弾形を呈 し,岡 田分類B類にあたる。以上の特徴から,

本土器溜まりは滋賀里Ⅲa式秋篠段階に並行する時期 と判断される。ただし,近畿地方の資料と比

べると,ナデ調整の卓越や,頚部ナデを持つ資料が少ないといった相違点もうかがえる。

次に土器溜まり3は,深鉢AⅣ類(第 155図 7)のみで構成され, また内面刺突を有する資料(1)

が存在するなど,新 しい様相がうかがえる。浅鉢は,玉縁状の小さな口縁をのせるもの(5)や上方

へ短く立ち上がるもの(8)な どが組成される。よって土器溜まり3は,原田式古段階(岡 田2006)に

相当すると推定される。原田式古段階は,滋賀里Ⅲa式秋篠段階に後続し,層位的にも5・ 6層土

器溜まり4(滋賀里Ⅲa式秋篠段階)→ 4層土器溜まり3(原 田式古段階)の変遷は保障される。ただ

し, 2や 3の有文資料が原田式古段階に伴うかは不明であり,前時期の混在の可能性は払拭できな

い。今後の類例をまって慎重に検討する必要があるだろう。

以上,原田遺跡の遺構と遺物について,若子の考察を交えながら整理してきた。原田遺跡の縄文

資料は膨大であり,十分な検討とは言えないが,今後の研究へ多少でも寄与できれば幸いである。

(稲 田)
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表26 原田遺跡3区出土土器・土製品観察表
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Ｖ
死

種

＋
浅鉢

条の沈塚 上2条の 滉線 間に肇 巨刻 目

終

＋
浅鉢

勇方 向の不続貝Jな沈 線 多数
圭黄横色確 色

３７

猜
浅鉢 晩期前葉

３７

”
浅 鉢

穫

十
浅 鉢

礎
＋

浅鉢 滋賀里Ha式 腎(lmm以下 の赤褐 色粒 石要釉 蜀灰 色

Ｗ

鮒

膊

＋
浅鉢 滋賀里Ⅱa式 獣 lmm以 下 の金雲 母 片を少 し Ⅲ

晨色

議

＋
浅鉢 滋賀里Ⅱa式 こふい種色

Ｖ

的

ヌ

黒

穏

十 浅鉢 篠原弐
:ガキ(黒色暦研 )

鳥褐色

ヌ

黒

礎

十 浅鉢 篠原式
ラヽミガキ(黒色層研)

ヌ

雲

縄

十 濃鉢 篠原式

文
要

癬

＋
浅鉢

Ｘ

妥

穏

＋ 浅 鉢 篠原it 朴 色
担

掲
書

Ｖ

ｕ

Ｘ

妥

議

＋ 不明 滋賀里 正式 煮橙色

不 明 縄文時代
ナデ(71E線 間 に不 規則 な斜格 子 文)

ヌ

畢

罷

十 不明 縄文時代
鶴文

ヌ

黎

穏

十 深鉢 縄文後期
‐
晩翔

ア
辛

文

里

縫

十 深 鉢 縄文後期
～
晩翔

色

れ

棄

編

∞

わ

Ｘ
妥

樋
＋

深 鉢 縄文後期
～
晩脅

ア
宇

こぷい貢橙e

硝
４４

Ｘ

契

種

＋ 深鉢 縄文後期
～
晩列

や や粗(3mm以 下 の 石英れを」

鴻

＋
深鉢 縄文時代

テ

〓
黙金雲母ィ石英を含む)

深鉢 縄文時代
ミ頗

３９

れ
深 鉢 綺文時代

デ

ギ

３８

”

縄

十
深 鉢 縄文時代 ア

一一

ヨ褥

“

貢

搭

種
十

深鉢 縄文時代
色褥

石
貢

圧
∞

れ
穏
＋

深 鉢 黄橙色

“

船

種

＋
浅鉢 縄文後期勒 翔 ア

釜
露(2mm以 下の石英粒を多く台
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回

番翻
器

畿 瑠 得炉々 確
ω一

縮
くｃｍメ

稔

ω
・ 胎 ■. .色 諷

・
傍 考

浅 鉢 鶴文後期
～
晩舞

キ

■

ガ
す

終 ヌ
浅 鉢 縄文後期

～
晩舞

:ガキ
種色

“
徽

樋
＋

浅鉢 鶴文後期
～
晩猫

“
蹴

腫
＋

底部 綴文時代
，

一一

部
確

商

＋
縄文時代

碑

＋
底部 縄文時代 浅黄色

不 明 縄文時代
径
皓

三ぶい黄橙色

欄文時代
短

４

厚

∩
密 こぶい褐色

３０

ｍ

弥

十
壷 弥生前期

ヨ縁 端 !刻 目/顕 :ナデ

生

妥

弥

＋
菫 Ⅳ様式 こぷい責橋色

王
要

弥
＋

壷 こぶい黄構色

跡

＋
Ⅱ-2株式 売質色袷 色

獅

■
殿頚長 弥生中期

色
想

種
善

３８

廟

工

串

弥

＋
Ⅱ-2様式

やや粗(lmm以 下 の石 夷粒 をつ 外 | 質色

３８

郁

笙

譲

孤

十
底 部 弥生前期

～
中翔 圭黄橙色

F底

∞

葦

生

妥

郵

十 底 部 弥生中期
阿 タテ方 同のヘラミ万キ痕跡/底 :ナデ

璧色

３８

『

“
妥

拗
＋

高 訴 lll株式
色

坦

炊

書

“

徹

工
里

帥
＋

高 イ 尭黄橙色

Ξ

霙

弥

＋ 高不 弥生中期 完費橙色

工

里

妍

■ 重 V-1株 式 竜色

糞 V詢 様式
やや粗(lmm以 下 の石英粒 を害 三ぷい黄橙色

重 V勺 様式 月黄褐色

９９

カ

生

翌

弥

十 奎 V-2様 式 こぷい黄種色

壷 登色

妻 V-3様 式 驚色

工

聖

夢

＋ 菫 V-4練 武 埼黄橙色

工

零

弥

十 甍 弥生時代 覧黄橙色

部

４

三

黒

弥

＋ 鉢 V却 様式 こぷい黄継色

３８

ね

笙

里

孤

十 鉢 V司 様式
ヨ総 :ヨ ヨナデ/胴 |ナデ

登色

３８

師

弥

十
高不 V司 様式 浅責構色

醐
８，
一睡
３２
一‐３９
８３
一呻
８４
一‐８９
郎

孤
＋

懸脚
"

弥生後期
ア
一ヤ

帥

＋
蜃脚) 弥生後期 登色

奎 古墳後期 こぷい黄裕色

高 不 古墳前期
駅?mm以下の石葵粒を少し壱

莞黄橙色

高不 古墳時代
黙 2mm以下 の 石英粒 金雲 母

尭黄権色

９９

郎
青磁 中世

コ転ナデ

「 リーブ灰色

中世(亀山系) 尺色

゛
販

憂 中世(亀山系) 天白色
～
灰色

翼 中世(亀山系)

色

〔

隊

き

すり勢 中世 尭資構色

イ 中世
Ⅲ 完貢種e

中世

３９

わ
不

デ
事ヤ

登色

弾
磁

中世 麿色

髄
＋ 深鉢 元住吉山Ⅱ式

４４

つ

樋

＋
不明 元住吉山正式

ヌ

語

鶴

＋ 浅鉢

４４

′ 浅鉢
駅 lmm以下の砂 社,金峯母 片を 弓灰色

４４

ヽ

又
妥

鶴
十

権現山式(新)

コ縁 ミガキ/頚 !貝殻刺突/4同 :Й線 縄文ミガキ

‐４４

６

一
‐４４

，

一
１４４

食

Ｘ
雲

捷
＋

不 明 縄文後期

Ｘ

妥

樽

＋ 深ga ミぶい黄縄色

深鉢 縄文晩期前半

４４

ｏ 深鉢 縄文晩期前半

穏

＋
深 鉢 縄文晩期前葉

駅 石英 ,長石を含む ) 外
廷色

機

十
深 鉢 突帯Ⅲ期(古) 尭責機色

穏
＋

深 鉢 縄文晩期 登色
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ヒ

・
鴫堤 番F

器
・
租 時 碗趣 式

よ働0 綿
ｍ

報
ｍ

・
ズ 藤 罰 .整 路.上・ .色 渤

・
膚ゴ .

鉢
究線間垂直亥I目 冒(lmm以下の砂れ を少し含 む) 疋貢褥 色

鉢
雷(2mm以下の石薬散を多く含 こぷい黄橙色

鉢

穏

十
浅鉢 滋賀里 H式 身黄色

浅鉢 巌賀里Ⅱa式
力

す
R褐色

‐４４
“一‐４４
‐９一附
郷一‐４４
鰤一附

榔
＋

滋賀里llla式 場黄色

樋
＋

コ絡 端 :沈線/口 縁 iミガキ(黒色層 研 )

蕉責掲色

撻

＋
浅鉢 篠原試

ミ万キ(黒色暦研) 麿(2mm以下の石 要粒を少 し含
К黄褐色

～
褐灰色

蔦

＋
浅鉢 篠原式

害(lmm以下の砂粒 金雲母 片を こぷ い貢橙色

浅鉢 篠原武
К責褐色

浅鉢 晩期後葉 目灰色

不 明 縄文時代 月糞褐色

終

十
深鉢 縄文時代

デ

〓

ナ

一
足費褐色

‐４４

２６
一

‐４４

２７
一‐４４

２８
一‐４４

郷
一

‐４４

”

範
＋

深鉢 縄文時代
痕

ギ

機
＋

深鉢 縄文時代
限いナデ 琢 lmm以下 の砂 粒 金 妻母 片を 外

出 =ぶ
い橙色

鵜

＋
深鉢 編文時代

デ

一十

駅 lmm以下 の砂 粒 金 察母 片奄

灘

＋
深鉢 儒文時代

深鉢 縄文時代

底部 儒文時代
テ

〓

ナ

一

縄

十
底都 縄文時代 三ぷい橙色

‐４．
３３一腑
３４一呻
３５一‐４４
“一腑
”

鶴
＋

底部 縄文時代

弥
＋

1-4～ ■ 1様
=

コ縁端 :刻 目/頚部 :沈線

孤

＋
広口重 弥生中期

黙 lmm以下の砂粒 雲母 片を多

高不
小

男黄褐色

V司 様式

V2様 式 浅黄橙色

弥

＋
V2様 式 こぷい資橙色

‐４４
『一‐４４
「一脚
４２一‐４４
４ｅ一‐４４
れ

孤
＋

底部 弥生前期
～
中掏

ハケメ後ヘラミガキ こぶい責構色

孤

＋
底都 弥生中期

～
後剰

ラヽミガキ 駅 2mm以 下 の石栗粒 を多く含
尭黄格色

孤

＋
高不 古墳後期

黙 lmm以下 の石兵粒 金雲母 ″ Ⅲ 登色

芥 中世 璧色

不 明 縄文か? 印
朔

厚
ｈ

廷色

不 明 縄文か? 卯
ψ

対 コ線 ミガキ 鷲色

４ｅ

．

穏
＋

深鉢 縄文時代

４υ
２
一４
３
一計
１

楯
■

深銘 縄文時代 弓灰色

種

＋
浅鉢 緯文時代

キ

主

ガ

ず
雪(2mm以下の石 楽■■を少し含

構

＋
浅鉢 篠原貧

干

主

刀

ｆ

督(2mm以下の石英粒 金雲 母 お Ⅲ 色

塗

灰

書

浅鉢 篠原式
千

主

カ

ィ

深鉢 縄文時代

５‐

４ 深鉢 縄文時代 鳥褐色

引

氏

樋
＋

深鉢 縄文時代

種

十

ミガキ(黒色暦研)
g(lmm以 下 の石要■■,金雲母 月

一
２
一壁
ｎ

深鉢
露(2mm以下 の石英れを少 し含 Ⅲ

魯盤

ｅ

ｔヽ 書

責

く

穏

十
深鉢 篠源式

ｇ
擁

５５

・

穏

十
深鉢 篠原武 ア

鐙

縄

十
鉢

５５

う

経 ヌ
浅鉢

線

後
麿色

”

江

鶴
＋

浅 鉢
包

匠

灰

警

商

＋
浅鉢 篠原式

黙 lmm以下 の砂 社を少し含 む) 又貢智色

弾

一
浅銘 篠原弐 橙色

∞

７

ヌ

黎

機

十 深鉢 鶴文晩期
ア

，一
にぶい資橙色

ヌ

堅

凝

十 浅鉢 篠原式

ヌ
妥

縫
十

浅鉢 篠原武
キ

キ
こぷい資褐色

Ｘ
要

樋
＋

壺 篠原式

穏
＋

深ar 船 元it
1管 文,突帯文 こふい貢橙 色

”
つ

種

＋
深鉢 後期前葉 こぶい黄橙色

¨

ａ

ヌ

串

穏

十 深鉢 後期前葉
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器.摺
・時期:梨 式 グぅッ蜘

袴

め
締
卸

朝
�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・文 髯 期 肇・ ..・ .■ i・ .i 府 声 .崎 ≒

Ｘ

嬰

穂

＋ 浅鉢 沖丈武

Ｘ

黎

穏

十 浅鉢 権現山弐(新)
こふい貢 橙0

“

食

罷

十
浅鉢 権現山式(新)

冒(2mm以 下 の石栗れ を多く含 yI 篤資色

５６

７

鶴
十

浅 鉢 元住吉山Д式 露(lmm以 下 の砂粒を多く含む )

堪黄橙色
５６

ｏ

縄

十
浅鉢 元住古山正式 灰黄褐色～

構色
５６

お

樋
＋

浅鉢 暮地武

中

０
一５６

＝

樋
十

浅鉢 暮地式

髄

＋
不 明 沖文式

昏消儒 文

不 明 権現山■(古)
唇

'時

縄 メ こふい貢褥 色

ヌ

璃

穏

十 不 明 催現山式(古,
こぶ い責橙 色

ヌ

雲

穏

■ 不 明 権現山式(古)

'や
粗(lmm以下 の砂粒 赤褐g ｇに

る

貢

婆

い

ｈ

小

，ヽ
ヌ

雲

縄

＋ 不明 元住吉山Ⅱ式 冨(lmm以 下の石英粒 赤褐色‖
璧色

ヌ
豊

礎

＋
深 鉢 尺責色

Ｘ

妥

膊

＋ 深 鉢

Ｘ

要

撻

＋ 深鉢
ヨ縁 :沈線/頚 :ナテ

ヌ

聖

髄

十 深94
定線 問 円形束J突 ナデ 弩灰 色 にふ い種 E

鵬
知
一‐Ｓ。
２‐
一‐５６
”

ヌ

黎

穏

十 深 鉢 晩期中薬 ? 喝色

漏

十 深鉢 晩期中業? 黄橙色

縄

十
深鉢 魂期中葉? 露(lmm以下の砂れを少 し含む )

終

＋
深鉢 突語 文

樋
＋

深 銘 実帝文 渋黄色

呻
２５一い
わ一‐５６
２７一ｍ
２８一‐５６
カ

種

十
深 鉢 突帯文

]縁端 :熙亥1目 突 焉/1同 |ナテ

鵜

＋
深鉢 突帯文

口縁 端 :無刻 目突 帝/B同 ナデ

繁 こぷい責橙
～
浅黄橙

鉢 Y● や粗(lmm以 下 の砂t■を多く ¨ こぷい黄橙色

編

十
浅 鉢 第

丼
やや粗(lmm以 下の石英粒を多

登色

鵜

＋
底部 駅 lmm以下の石英粒 黒雲母 色

鯉

褥

善

範
＋

浅鉢
コ繰端 i沈線/口 IIF:ミ カキ(黒色 暦 研 )

R資褐色

膊
＋ 浅鉢

色

Ｆ

穂

＋
浅鉢 滋賀里Ⅱa式

ガキ(黒色 磨研 ) 外

お
B灰色

ヌ

黎

鶴

十 浅鉢 篠原武 0や相(lmm以 下 の 自色 和 金睾 こふ い貢 橙色

浅鉢 篠原弐 露(lmm以下の金雲母 片を少し
三ぷい黄経色

濃鉢 篠原式 β(lmm以 下の自色粒 赤褐色 日

色
文
黒

終
十 篠原式

Ｘ
聖

穏
＋

浅 勢 篠原式 爽黄色

ス

契

櫛

＋
浅鉢 篠原式

ミガキ(黒色 磨 研 )

こぷい費橙色
Ｘ

里

穫

＋ 浅鉢 篠原式
ミガキ(黒色暦研) 色

■

褐

想

Ｘ

緊

穏

十 浅鉢 縄文晩期後半 尭貢橙 色

ヌ

罪

穏

十 不 明 瓢 lmm以下 の 白色粒 を少 し含

深鉢 縄文時代
ア
ギ

阻(石要を含 む)

責 色

椰
＋

深鉢 縄文時代 明責褐色

穏
キ 深鉢 縄文時代

一期

深鉢 縄文時代
デ

ギ 剛淡橙色

ヌ

怒

腱

十 深鉢 縄文時代 淡黄橙色

ヌ

翠

穏

十 深鉢 機文晩期 既(3mm以 下 の石要粒,金雲母 ″ 外
月褐色

ヌ

堅

穏

十 深 鉢 縄文晩期 ，
一ア

露(2mm以下 の石 奥独 金雲 母為
尭黄橙色

文

妥

鶴

十
深鉢 縄文晩期 密(lmm以 下の砂れを多く含む)

束褐色

Ｘ

堅

鶴

＋ 深 鉢 縄文時代 密
●

色

福

褐

昔

Ｘ

笑

穏

＋ 深 鉢 縄文時代
テ

一ア

密
音灰黄色

浅鉢 縄文晩期
テ
一丁

密(lmm以 下の石英粒,赤褐色窪 色

ね

灰

妾

凝

十
縄文後期 月黄褐色

灘

十
Jヽ型ヨ 突帯文

縄

＋

型

鉄
縄文時代 彗ど饗|‖里坐正の石英れ̀金雲

| 登色

穏
＋

聖
曇 縄文時代

ア
〓 質褐色

樋
十

浅鉢 縄文時代
キ

■
密(2mm以 下の石英れを少し含

黄褐色

髄

＋
浅鉢 縄文時代

:ガキ 禍色

浅鉢 縄文時代 赤褐色

Ｘ
串

穏
十 浅鉢 縄文時代 語(1冊冊以下の砂れを少し含む) こぷい黄褐色
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里彗I鐸 器 驀 時期 型N 豹
鞠

経

け 箭
側

呻
側

.亀 靭 靖 密 .

ヌ

器

機

十
浅鉢 縄文時代

縄

十
濃鉢 縄文時代

色

書

樋
＋

浅鉢 縄文時代
干

主
三ぶい黄掲色

礎
＋ 縄文晩新中葉 疋黄褐色

種

＋
浅鉢 縄文時代 こぷい黄橙色

漣

■

雰
蛍 縄文時代

キ

■

力

す
H灰色

底 部 縄文時代
0や粗(2mm以 下 の石兵粒 赤誓 Ⅲ 月貢褐色 平 底

野

部
縄文時代

縄

十
底部 縄文時代

デ
と

ナ

エ
こぷい責橙色

底部 縄文時代 電機色

ｉＳ８
７２一‐５８
７３一睛
７４一‐５８
７５一‐５８
４

縄文時代 俗
智

窮黄構色

卵

＋
霊 弥生 中期 ? 安黄橙色

昴

＋
弥生中期 こぷい黄確色

壷 古壌時代 朴
月黄褐色

又

本 中世
目然IIn付 着

６‐

．

ヌ

黎

艇

十 浅鉢 暮地式
唇消縄文 による区画 来

浅責種色

６‐

ぅ

ヌ
妥

礎
■

縄文時代
ア
ギ 浅責橙色

６３

・

メ
要

樋
＋

縄文後期前葉 こぶい黄橙色

“

つ

メ

要

腫

＋ 深鉢 こぷい資橙色

ヌ

契

純

＋ 浅鉢 R掲色

ヌ

器

憎

十 浅鉢 儒文晩期
こぷ い貢掲 色

∝

５

ヌ

語

穏

十 深鉢 縄文時代
一７
一ヤ

側

令
深鉢 縄文時代

デ
一す

６９

，

ズ

望

縫

一
深鉢 縄文晩期

ア

〓 窟色

６３

ｏ

Ｘ
堅

樋

＋ 深 鉢 縄文晩期 ア
一一

勇黄橙色

“

９

Ｘ

哭

種

十 深 欝 縄文晩期 東褐色

Ｘ

奨

爵

＋ 壷 縄文晩期

瀬

＋
縄文晩期

キ

キ
0や粗(lmm以 下 の砂 粒を多く Ⅲ にぷい黄澄色

縄

十
浅鉢 灰オリーブ色

綴

十
浅鉢 縄文晩期

縫

＋
縄文晩期

キ
■

にぶい責橙色

範
＋

縄文晩期 長
節

ｍ
ｉ
一疇
２
一‐６５
３
一‐６５
４

種

十
浅鉢

純

＋
深鉢 縄文晩期

テ

辛

種

十
深鉢 縄文時代

反

皓
Ⅲ

黄橙色

鉢
テ

〓

ナ

一
６５

ヽ 浅鉢 篠原武
口緑 端 :月 巴厚/口 縁

‐
胴 ミガキ

赤褐色

６５

∩

艇

十
浅 鉢 縄文晩期 尺褐色環 褐色

”

７

髄
キ

浅 鉢 篠原弐

表27 原田遺跡4区 出土土器・土製品観察表
凶
号

伸
番 華

器 種 時期:聖 N と珠1層Ⅲ
ぞ

ω 師
ｍ

】
帥

.体 ■・ 色
・
調
・ ・

婿 ぎ .

底剖 中世 窮黄橙色

底部 中世 登色

底部 中世
ト

登色

中世 竜橙色

不 13世紀以後? 識色

iO世紀以後 ? 弓灰色

生
妥

弥

十 壷 V-4様 式 黄橙色

ヌ

契

種

＋ 浅鉢 権現山式(古)

ヌ

整

腱

＋
浅鉢 権現山式(新)

駅 2mm以下 の石冥粒 を少 し含 三ぷい黄橙色
７ ｇ

，

ヌ

黎

糧

十 浅鉢 縄文後期後葉 (30)
判線 文 蟄(lmm以 下の砂粒を少し合む

７８

И

文

緊

凝

十 浅鉢 縄文後期後葉 唯丼ヌ

里

縄

十 浅鉢 元住吉山 正式

７０

Ａ

擬
＋

浅鉢 富滝武 こぷい黄褐色

種

＋
浅鉢 縄文後期後業 こぷい黄褐色

鵜

＋
浅鉢 縄文後期後棄

弯(2mm以 下 の石要 粒 赤脅 色r こぷい黄褐色

浅 鉢 縄文後期後葉
やや粗(l mm以下の金雲母片を

R褐 色
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露爆! 種 男 器 蓬 時期 型式 力
欄

吾世 醍一ｍ
締・ｍ

絹

ｎ
・文 杵 調 整 胎 土 色 調 ・ ・備・考・

Ｘ

受

穂

＋ 浅鉢 縄文後期後葉 璧色

ヌ

里

構

■ 権現山式(新) 黄灰色

壷 権現山式(古)

壷 ? 権現山式? Ⅲ e色

深鉢 縄文晩期中葉

文
塁

終
十

深鉢 縄文晩期中葉

Ｘ
望

樋
＋

深 鉢 縄文晩期中葉 こぷい責褐色

Ｘ

契

櫛

＋ 深 銘 縄文晩期中葉 三ぷい黄橙色

Ｘ

製

潤

＋ 深 鉢 縄文晩期中棄 輛格
，一

こぷい黄褐色

深 鉢 突帯文 (77) 勇黄橙色

深 鉢 突帯文
駅 l mm以下 の石 兵れ を少 し含

驚色

Ｘ

黎

凝

＋ 深鉢 突帯文
コ縁 端 :刻 目笑語/胴 ナデ 黙 l mm以下 の砂れ を少 し含む ,

登色

ズ

豊

鶴

十 深鉢 突帯文
コ縁端 :7xl目 突帯/胴 :ナデ

登色

Ｘ
哭

種
＋

深鉢

Ｘ

里

種

＋ 深 勢 突帝文 こぷい黄桂色

Ｘ

笑

穂

＋ 深鉢 縄文晩期 こぷい黄構色

Ｘ

里

構

十 型3 縄文晩期前葉 登色

ヌ

熟

穏

十 鉢 滋賀里 工黄? 月黄掲色

ヌ

哭

絡

十 浅鉢 縄文晩期前葉
ll

R福色

文

妥

縄

十 浅鉢 縄文晩期前葉
竹 管状 工具 による沈線

天黄褐色

Ｘ

望

憾

十
深 鉢 縄文晩期前葉

Ｘ

里

樋

＋ 縄文晩期前葉

ス

喪

涌

＋ 縄文晩期 月黄褐色

鴻

■
浅鉢 縄文時代

一，
〓

ナ

一

凝

十
浅鉢 縄文時代 (35)

督(4mm以 下 の石 要社 を少し合 需4B色

浅鉢 縄文時代 (39)
日(3mm以下の 石英粒 を多く含 Ⅲ

黒褐色

縄

十
浅鉢 縄文時代

ガ

す

Ｅ

魯

燻
十

底 部 縄文時代

縄文時代 登色

菫 弥生前期 (62)
ア
ギ 貧色

師

＋
I-2様 式 (61) 差黄橙色

師

十
■株式 (35)

コ縁 :列 目/J同 :6条 i単位 のlal猫 沈線 密(lmm以下 の 石兵れ を少 し含 Ⅲ こぷい黄桂色

弥

十
Ⅳ練弐

コ縁 i回線 文/頸 :指圧原 帝/胴 :ナデ

笙

里

弥

十 Ⅱ-2様式 曙黄褐色

往
妥

孤
＋

霊 V-1様式

孤
十

缶口雪 月黄掲色

王

嬰

孤

＋

色覆貢一小

に

工

語

匹

十 菫 Ⅱ株式 にぶい黄植色

〓

黎

い

■ 弥生中期
卦線 種積 波状 文 指 圧反焉 ハ ケメ にぷい褐色

笙

妥

弥

十
V-2様貧

同状文の一部?断面三角形の突帝2条 こぶい衰橙色

生

堕

弥

一
Ⅱ―,株式 こぷい責橙色

王

里

卵

十 底 部

工

奨

跡

＋ 鉢 Ⅱ様式 こぷい黄橙色

工

里

孤

十 高不 Ⅳ―,様 式 こぷい黄橙色

笙

畢

い

十 菫 V-1様 式 外
窒色

弥

十
鉢 V-1様 it こぷい黄PE4色

弥

十
鉢 V-1様 式 竃構色

孤
＋

翼

恥
十 重

孤

＋
董 V-3様式

獅

十
菫 V-4株式 (60) 登色

ヌ

き 称生時代
師状工 具 による押 弓文′ハ ケメ後粗 いミ万キ Ⅲ 登色

弥

十
底 部 弥生中期

～
後期 月赤褐色

弥生前期
～
中期 倫

稼

高 不 占墳前期

甑 古墳後期 (51) 説色

,0世紀以後?
外

〔

三ふ い貢 橙 色
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攣
.時期:型ゞ 一郷

欄
綿
ｍ

歳 宿

(ω
・

文 詠 ■調 整

12世紀?
雷(2mm以下の 石要粒 .赤鵜 色和 小 こぷい黄橙色

磁器 学子婁 中世 足白色

壷
缶子 ロタタキ

庵灰色

餌

イ

Ｘ

豊

憾

十 浅鉢 縄文時代
ア
〓 目色

Ｗ

，

Ｘ
堅

樋
＋

不 明 竃橙色

Ⅵ

Ｒ

Ｘ

契

髄

＋ 不明 権現山式(古) 疋黄褐色

“

拓
深 鉢 篠原式 月黄褐色

Ｂ４

く 深 鉢 突帯文 こぷい責橙色
８．

６

ヌ

黒

凝

十 不 明 縄文時代
Ⅲ

呵黄褐色

８４

，

又

妥

凝

十 不明 縄文晩期
キ

一

ガ

オ 登色

８４

ｏ

文

豊

縄

十 不 明 縄文時代
ミガキ

こふい責構色

引

ｏ

生
整

夢
＋

V司 様式 月黄褐色

”

１

Ｘ

製

種

＋ 深鉢 月赤褐色

め

，

Ｘ

妥

穂

＋ 深鉢 縄文中期 登色

“

＾

Ｘ

望

碑

十 深鉢 縄文後期前葉
娠

ギ
こぷい黄構色

蒟

４

ヌ

翠

縄

十 深鉢 暮地式
琳

庶黄褐色

８６

Ｆ

Ｘ

秦

儒

十 鐘ヶ崎it

８６

ｒ

又

豊

縄

＋ 深鉢 権現山式(古) 橙色

“

，
Ｘ
雲

樋
■

深鉢 こぷい責橙色

鉤

父

メ

製

腫

＋
Ｘ
奉 縄文後期前葉 月黄褐色

い

ｏ

瀬

＋

Ｘ

蓄 縄文後期?

終

十
浅鉢 沖状武 貴色

浅鉢 縄文後期
小

登色

浅鉢 縄文後期後葉
刊目,ミガキ

黄橙色

縄

＋
浅鉢 縄文後期後葉

コ縁 亥1目 /η同:条痕

樋
＋

不 明 元住吉Ⅱ～
宮活

不 明 縄文後期後葉

種

＋
不 明 権現山式(新) 登色

機

十
深鉢 滋賀里 Ⅱ～Ⅱa

やや粗(2mm以 下 の金 雲母 片を
黒褐色

ヌ

黎

鴻

十 深鉢 滋賀星 H～ Ha Ⅲ
竜褐色

罷

十
深鉢 縄文晩期 呵黄福色

ヌ
雲

礎
十

深鉢 篠原式

Ｘ

嬰

樋

＋ 深 鉢 篠原弐 月黄褐色

髄

＋
深鉢 突帯文 I期 権 色

ヌ

聖

樋

＋ 深鉢 実帝文 構色

ヌ

緊

鶴

十 深鉢 突帯文皿期 豊色

深鉢 突帯文
ヨ縁 端上 面 :刻 目/口 縁 鑑 亥J日 架 帝

黄橙色

文

望

縫

一
潔鉢 突帯文

]縁端 :亥J目 突 番/1同 :ナテ
月黄褐色

Ｘ
妥

穏

十 深鉢 赤褐色

Ｘ

製

受

＋ 深 鉢 突帝文Π翔 月黄掲色

Ｘ

哭

種

＋ 深 鉢 突帯文Il期 登色

ヌ

器

確

十 深31 突帯文

ヌ

畢

縄

十 深鉢 縄文時代
やや粗(l mm以下 の砂れ を少 し 外

疋黄褐色

機

＋
浅鉢 滋賀里Ⅱ～Ⅱa

先線 ,ミガキ(黒色層研 )

終

十
浅鉢 滋賀里 Π

～
Ⅱa 月黄4B色

摘
十

浅鉢 篠原武 鷺褐色

樽
＋

浅鉢 驚色

種

＋
浅鉢 突帯文Ⅱ

～
Ⅱ理 こぷい黄色

潤

十
不 明 縄文時代 監橙色

緩

■
不 明 滋賀里Ⅱ

～
Ⅱa 月黄褐色

機

十
不 明 滋賀皇 H～Ⅱa

E原文標?ミガキ 色

名

褥

娯

籠
十

深鉢 縄文時代
ア
一一

種
十

深鉢 縄文時代
，

一一
竜橙色

誨

＋
深 鉢 縄文時代

テ

ギ

外

占
麓色

深鉢 縄文時代
テ

〓

ナ

一
篤橋色

縄

■
深鉢 縄文時代

一７
コ一

ナ

一

外

ヽ
月黄褐色

ヌ

堅

縄

十 深鉢 篠原黄
顆:ナデ/胴 ケズリ こぷい黄橙色

ヌ
要

礎
＋

浅鉢 皿 形
ア
一一

黄褐色
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挿

番
器
．

濶 層

・
〃胡一

蜃

耐
．

締
ω

瑠

け 胎 ■

縄

＋
濃鉢 屈曲形

密
璧色

縄
十

浅鉢 屈曲形
キ

ユ
嘱赤褐色

縄

■
底部 縄文時代

ア
ギ 向黄裾色

擬
＋

縄文時代
ア

肥

縄文時代
■

∩
登色

け
５２一‐８７
関一け
５４

!製円 縄文時代 こふい黄色

孤

＋
甕 弥生前期

駅 3締m以下 の砂粒 を多く含 む ) にぷい掲 色

弥生前期 (47)
明黄褐色

節

＋
弥生前期

ヽラミ万キ ヘラ摘重 弧文 直線文

い

十
蓋 ? 1～ ■様式

ハケメヨョナデ

弥

■
蓋 ? 弥生時代

罹

ス
底 部 縄文時代 こぶい黄構色

削

１

磁

＋
深aB 縄文時代

農

市 月黄福色

Ｗ

ｉ

礎

＋
深鉢 暮地式 完黄橙色

９２

，

ヌ

署

礎

十 深鉢 縄文時代
一ア
と

ナ

欠
外

月黄掲色

９２

３

ヌ

語

縄

＋ 深鉢 縄文時代 完黄橙色

ヌ

要

籠

十 深鉢 縄文時代
片デ

ｅ２

貞

又
妥

機
＋

深鉢 縄文時代 ア
一一

差黄橙色

貶

Ａ

Ｘ

要

種

＋
深鉢 縄文時代 圭黄積色

ツ

７

Ｘ

契

種

＋ 深勢 縄文時代
ア
ギ 登色

出

食

ヌ

堅

穐

十 深鉢 縄文時代
テ

事す
尭黄橙色

出
ｄ

深鉢 縄文時代 (92)
r(3mm以 下の石英れを少し含 Ⅲ

登色

深鉢 縄文時代 登色

又

堅

縛

十 深鉢 縄文時代

文

妥

縄

＋ 深鉢 縄文時代

共
墾

捷
＋

深鉢 縄文時代
，

一

色

〔

褥

福

Ｘ

奨

礎

十
深鉢 縄文時代

外

占

ヌ

聖

髄

＋ 深鉢 縄文時代
ナ

一
,や 粗(emm以下 の石要粒 を多

姥黄橙色

ヌ

黎

礎

十 深鉢 鶴文時代
ナ

一
黙 2mm以下 の石奥れ を少 し

=
外

ｈ

穏

十

郵

部

淋

亡 縄文時代
ナ

一
こぶい黄橙色

縄

十
縄文時代

ヘラミガキ
浅責橙色

９ ５

・

縛

■
深鉢

北 自川下層

”

，

樋
＋

深鉢
色

福

的

父

髄
十 深鉢 要地式

”
坊

権現山式(古) 費橙色

口

緊
縄文後期

■

０
冨(1河m以下 の石英 粒を多く含

９５

会

躍

■ 暮地式 (90)
ミガキ(黒色 層研)層鴻機文

ヌ

要

縫

十 深鉢 縄文時代
痕

喧 鳴責褐色

又

妥

縫

＋
深鉢 縄文時代

”
９

メ

要

礎

＋ 深 鉢 縄文時代
ア
ギ

こぷい黄橙色

ヌ

妥

礎

＋ 深鉢 縄文時代 登色Чこぷい袴色

ヌ

里

碑

一 深鉢 縄文時代
やや粗 (4mm以 下の 石英れを多

安黄橙色

深罫 縄文時代 にぷい黄橙色

深鉢 縄文時代

文
妥

終
十

深鉢 縄文時代 浅黄橙色

叫
”一‐９５
‐６一‐９５
‐７一嚇
‐８一‐９５
慟

Ｘ
望

礎
＋

深鉢 縄文時代
キ

上 灰褐色

膊

＋
深鉢 縄文時代

キ

キ
月赤褐色

弾

＋
濃鉢 縄文時代

露(2mm以 下 の石 棗粒 を少 し含 こぷい橙色

凝

十
浅鉢 縄文時代 月黄褐色

コ
棚

縛

十
広部 縄文時代

デ

ギ 炎責色 平底

縄

■
底部 縄文時代 平底

礎
＋

底部 上げ底 尭黄袴色

中
″一嚇
歿

陣

キ
底部 上げ底 完黄橙色

礎

＋
底部 縄文時代

テ

〓
こぶい橋色

表23 原田遺跡8区出土土器・土製品観察表

曇営曝盤1種 男器 沼 晴縄・製式 .

gt 文.様 f調 整 胎 キ
・

色 調 上備 考 .

節

＋ 弥生中期 肝 疋自色

”

，

柄

十
弥生中期

師猫 沈線 円形滓文 綾 杉状 の斜行沈線 密(lmm以下の T」 粒 を少 し含む , こぷい資橙色
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層

き 器 種 時期′型ft ぞイと[層 ど ■養理 驚 ・胎・■ ・ 缶 調 備 考

理

，

工
要

動
＋ 弥生中期

ミ】突列点 櫛猫沈線 斜行沈線
尭黄橙色

工

製

“

＋ 高不 V-2様 式
子行沈線(貝又は櫛状工具による)

こぷい橙色

古境後期 外
医色

”

食
胚蓋 古代

明

，
ア

オリーブ黒色

音磁 碗 月緑灰色
９ｅ

ｎ 青磁 碗
謳泉泰 系碗 B'

「 リーブ灰色
９９

ｎ 音磁 龍泉窯系 尺白色

音磁
「リーブ灰色

青磁 碗 龍泉窯系D類 写緑色

青 磁 碗 龍泉窯系I類 表採
距和

「リーブ灰色

業付 碗
外

ｈ
照白色

白磁 碗 区類 К白色

青 花 雷良
灰 白色

青磁
謳貝 系系 Ⅱ一〔

「
リーブ灰色

古瀬戸後期3 黒褐色

脇器 碗 天白色

全面緑 色 の細 がかか る
尭黄色

Ｘ

と

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ 下編色

又

導
瓢 1 5mm程 度 の砂 れを含 む

い灰色

中世 奥黄色

底 部 中世 麿色

鍋

師

黒 鍋 中世 明黄褐色

鍋 中世 月黄褐色

底部 中世 登色

甍 古境中期

０３

タ 甕 古壊中期 黄褐色
０３

■ 高不 古墳 時代
テ

〓 月黄褐色

”

４
■側ジ 古壊前期

「

多方向のアヽケメ後ヘラミ万キ/脚 i回転ナデ
驚橙色

¨

１

腱

＋
深鉢 縄文晩期

負:ナデ/胴 |ナデ ケズ リ こふ い橙色

い

，

穂

＋
壷か 縄文晩期か

]ヨヌはナナメ方向のミガキ Ⅲ
=ぷ

い貢橙色

ヌ

語

種

十 深鉢 縄文時代 駅 3mm以 下 の 石興粒 金雲母 月

∝

１
菫 V4様式

０８

ク 古壊前期
コ稼 類 :ヨヨナテ後縦 力 同のヘラミガキ 肩 i平行ハケメ

愛橙色
～
浅黄橙色

高 イ 古墳前霧

∞

４
イ 蓋 TK209並布

目転ヘラケズリ回転ナデ/肩部 :沈線
天色

叫
５一叫
６一！ＯＳ．
，

不 身 TK43″ 09並行
]露ナデ 回転ヘラケズ リ

天色

甕 古墳後期 こぷい橙色

褒 古墳後期 駅 5mm以 下 の石英激 を少し含
堤橙色

～
浅黄棲色

∞

∩
古墳後翔 驚色

甑 百壊後期
色

構

種

部

甑 占墳後期 慶色
～
黄種色

哩

１

膊

十
深鉢 実帝文

コ縁端 t刻 目/口 縁 刻目突帯刀同部 亥J目 突帯 ナデ
身黄構色

くス付着

譴

＋
深銘 縄文時代 鏃

庁
ぷい黄橙色

工

語

夢

十 窒 Ⅱ糠式 雪(l mm以下のォ偶eれ 石英狛
ぷい橙色墳 橙色

∞

４
蓑 Vl様 式

生

聖

弥

一 型コ Ⅳコ機■

。９

Ｆ

生

妥

跡

＋
褒

叫

，
弥生中期

コ縁 :ヨヨナデ/指圧農帝/】同 ハケメ後ナデ
黄褐色

∵ !

ｉ
”

班
エ

底 部 弥生前期
～
中期

|

gl〔 P陛下
の赤褐●_細 石英れ

|
こぷい黄橙色

中
９

一
串

抑
十 高イ H様式 ぷい黄橙色

高IA Ⅱ株式 Oや 粗O mm以下の砂 粒を少 し
三ぷい責橙色

器

↑
部

両
脚

W様式塩町系 月黄褐色

-257-



邑持1澤 ´器 語 .時競:型 鷲
・州
一

笹

け 編
鰤

底
~p

K蒟)

・
支 織・」a.奎 路 ■

・
色 縞

・ ・
嬬 著 .

霊
翌

卵

＋ 菫 V-3様式
駅 ,mm以下の石 英莉,金雲母 メ

窒色

イ 蓋 TK40並 行 天色

イ 身 TK43並 行 天色

不 身 「
リーブ灰色

不 身 TK209並 行? 尺色

はそう 古壊時代 天色

壷 古墳時代 天色

褒 古墳前期
デ
ギ

ナ

＋
貧0

菫 古墳前期
ヨ縁 :ナデ/頚 ツ ケヽメ状工具 による施文 露(Omm以下 の石英れを少 し含

登色

霊 古壌後期 月黄褐色

妻 古墳後期 鷺橙色

菱 古装後期 音赤褐色

壷 古墳後期 尭黄橙色

壺 古墳後期 邸5mm以下の石秦れを多く言
鷺橙色

蓋 古墳後期
コ縁 :ナデ/胴上 半 iタテハケ後ナデ/胴 ,テハケメ僚 ハ ケメ

奎 吉墳後期
儡いナデ 雪(1 2mm程度の砂れ を含 む ) Ⅲ

帰黄褐色

古墳後期 驚色

蔓 古境後期 呵黄褐色

壷 古墳後期 月赤褐色

壷 古墳後期 月赤糧色

ヌ

甑
古墳後期 登色

甑 再噴後期
コ縁 :ヨヨナデ/嗣 :タ テハ ケメ 露(5mm以 下の石 棗れ を少し合

橙色

甑 古墳後期
コ縁 :ヨヨナデ/胴 :タテハケメ 爾(3mm以下 の石英粒 を多く含 Ⅲ

黄橙色

甑 古壊後期
ア
ｆ

明黄褐色

甑 古境後期
ア
学

ナ

＋

転

洋
にぷい責橙色

甑 古墳後期

高不 古墳後期 橙色

小壺 古墳後期 橙色

古境時代
熱 lmm種度 の長 石を含 む)

′Jヽ 重 古墳後期
デ

一ヤ

H4(lmmTi度 の長石を含0)
天黄色

卿
書

古壊後期
鷲き口の幅 i01

『
喜 古墳後期 登色

一
“ 宙境後期 登色

L製 1 萌錘指 古禁時/t 淡積色

梅瓶 中世
E細 獅 猫き文

天白色

中世
ヨ転ナデ/回転糸切り 外

明責褐色

璧色

判 白
4

a
ホ

璧色

中世 章橙色

中世 璧色

中世 X白 色

羽 ロ
0や粗(4mm以 下 の石要粒 を少

目灰色

表29 原田遺跡9区 出土土器・土製品観察表
挿

番 き督1甚
モ・檸 時期:型 ♯

タリウ 径

め
編
ｍ

キ・?
(m) 声 鮮羽 整 胎 上

・
皇 郡

・ ・静吉 .

大窯2期
d和

「リーブ黄色

卜型調 こぷい責悩

青確 碗 中世 疋白色

２２

∩ 的器 碗 中世
～
近世 R黄色

２２

４ 陶需 中世 砲
卜‐ｊ．″

ｒ
陶器 碗 中世

～
近世

細

勁 「リーブ色

近世
ヨ転ナデ ぷい種

郵 15世紀か 墓暗赤褐色

底部 中世 屯い赤褐色

２２

９ 中世
テ

一一

ナ

一

転

エ
橙色

羽 口 灰黄褐色
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表30 3・ 4・ 8。 9区 石器観察
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表31 3～6・ 8。 9区・原田古墳 金属器観察表
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図版98

3区 (2区 との境界)土層断面

(南東から)

平成18年度調査位置

(上空から)

3区完掘 (南から)



義Iた

1綿基

r.■・
ヽ

孵 3区SK01(南 から)

3区SK02(南 から)

i3区 SK08(南から)



図版100

3区SK09(南から)

3区SK10(北から)

3区SKll遺物出土状況

(北東から)



図版 101

3区SKll完掘 (北 から)

3区SK12(東から)

一■

裟ぜ颯
:嘉

3区 SK13(北から)



図版102

3区SK14イ険出(東から)

3区SK14土層断面 (東から)

3区SK14完掘 (東から) .

撫

（



図版103

1爛
鱒 :

3区SK22(北西から)

3区SX01(西から)

3区SX01完掘 (西から)



図版104

3区SX02(南東から)

3区SX02(南西から)

3区SX04●ヒから)



図版105

3区SX05(北西から)

3区土器溜まり1(北から)

3区土器溜まり2(北東から)



饉

図版106

■薫
=,■ .

3区土器溜 まり3(北 から)

3区土器溜まり4検出

(東から)

3区土器溜まり4下層

(東から)



図版107

ミ
=

想

3区石棒出土状況 (西から)

3区石棒出土状況 (西から)

3区調査状況



図版108

守
ぃ

3区SK02・ 12・ 14出土遺物

137・5 ▼ と  町13み3 13みC 137・ 10

197‐6

3区 1層 出土遺物 (1)



図版109

悪け
137‐37

}   鞄

3区1層 出上遺物 (2)

,
13み36

爾
13739

3区 1層 出土遺物 (3)



図版110

績

靴 ●●
138‐51      138‐

52

を
Ｅ
Ｅ

　

３
．

５

3区 1層 出土遺物 (4)

観
的

島 4rЧT

4警 0 辱
13866

鯵   笥 犠
13870                138・71

138‐74

138‐77

3区 1層 出土遺物 (5)



図版111

博
‐３８．８

3区 1層 出土遺物 (6) 3区 1層 出上遺物 (7)

3区 1層 出土遺物 (8)

鰈
帥



図版112

強Ｅ
Ｗ
陣

■

ｍ

Ａ

岬
島

ゅ
Ａ
‐４。．‐

3区 1層 出土遺物 (9)

3区 1層出土遺物 (10)



図版113

3区 1層 出土遺物 (11)

3区4層SKll出土遺物



図版114

3区SX01出土遺物

3区SX04出土遺物 (1) 3区SX04出土遺物 (2)



図版115

3区土器溜まり2出土遺物 (1)

153‐4

3区土器溜まり2出土遺物 (3)3区土器溜まり2出土遺物 (2)



図版116

学
155‐6

3区土器溜まり3出土遺物 (1)

3区土器溜まり3出土遺物 (2)



図版117

3区土器溜まり3出土遺物 (3)

伊
田

3区3層出土遺物 (1)



図版118

■ 9
144‐24

144?3

3区3層出土遺物 (2)

3区3層出土遺物 (3)



図版119

14448

3区3層出土遺物 (4)

3区3層出土遺物 (5) 3区3層 出土遺物 (6)



図版120

▲４【車一一一一一一　］

3区3層出土遺物 (7)

3区3層出土遺物(3)



図版121

●
156‐13

V
156‐14

描〕 ■6勢

覺

3区4層出土遺物 (1)

3区4層出土遺物 (2)



図版122

156■35

戦 38

3区4層出土遺物 (3)

156‐ 40

|   |

I  I
157‐ 49

Ⅲ1
50

み4815

3区4層 出土遺物 (4)



図版123

守                         515363

3区4層出土遺物 (5)

Ｆ
醇

焼結粘土塊

3区4層出土遺物 (6)



図版124

鶉

3区4層出土遺物 (7)



図版125

▲

硼
白

15餅3

ハ

帥

159‐7

159‐9

3区4層 出土遺物 (8)

3区4層 出土遺物 (9)



図版126

3区4眉出土遺物 (10)

3区 5・ 6層上器溜まり1出土遺物



図版127

■
6錦

¢
‐６３

3区 5・ 6層土器溜まり4出土遺物 (1)

3区5・ 6層土器溜まり4出土遺物 (3)3区5。 6層土器溜まり4出土遺物 (2)



図版128

3区5・ 6層土器溜まり4出上遺物 (4)

3区 5・ 6層土器溜まり4出土遺物 (5)



図版129



図版130

ぴ

４

手tl141
BL=・     _(

4区北側土層断面

(南西から)

4区南側上層土層断面

(北東から)

4区下層土層断面

(南西から)



図版131

整t ン
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奪
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∵注li三 二二|:薫軍嚢
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●

苺

邁斜,|
,「 |く

4

録

→ 静
'犠 ,"

―

ャ
ナ

4区 1層 除去後 a4周辺

(東から)

4区 1層 除去後 (南西から)

こ療 と

'
デrhittFiが'

電ゞ:〕

! ti■ ' 
｀

韓容営II!Ⅲ 早ヽ学|｀ :

4区 SK04(南西 から)



図版 132

Ｌ

碍

4区SK06・ 07(南から)

4区SK13(西か ら)

）硝
鶏
羽
将
上
一ｒ　
　
　
‘

4区SK20(東から)



図版 133

章ご
｀ヽ

‐・
業一航盟『「

一ｉ
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～

一

一・〓一一

4区SK21(東から)

4区SK22(西から)

ミゝユК

ⅢⅢ＼■・lrll■
―
|― i ■|
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■|→
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■

革

式r

|:ま■|
1式
テ■ヽ 熟 ::11ふ
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■1lf鍵

:1業ギ■■|●●|ヽ|■
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4区SK27(南から)



図版134

4区 SK28(南西から)

4区SK30(北東から)

.._Ⅲ蝋f=て く ~r

…
!´

~~   _

4区SK31(南西から)IF



図版135

4区SK32土層断面 (南から)

4区SK34(北 西から)

4区SK35(東 から)



図版136

ギゆ;

|二・

1'|

!:|■聰

||ぶ|ざ＼
iヽlil速

革|1誓|―登翠

4区SK36(南から)

4区 SK37(南西から)

4区SK38(南から)



図版137

畿 1

'全

部耳|!―■|

■p→

,|,

4区SK40検出(南 から)

4区SK40完掘 (東 から)

4区SK47(西から)



図版138

4区SD群調査状況

(北東から)

4区SDtta5周 辺(南西から)

枢螂則南か功羞騨
蠍ヽ・・



図版139

4区SX01(南東から)

4区SX03(北西から)

4区SX04(西から)



図版140

4区SX04完掘 (西 から)

4区SX05(西から)

4区SX07(南から)



図版141

4区 ビット群c5周 辺

(南東から)

4区SX06(西から)



図版142

4区SK25(東から)

4区SK49(南から)

…

4区SK48(南東から)



図版143

4区土器溜まり1(東から)

4区土器溜まり1ア ップ

4区土器溜 まり1ア ップ



図版144

4区 10層除去後 (西から)

4区北側完掘 (西から)

4区南側完掘 (東から)



図版145

4区 SK20・ 21出土遺物

4区 1層SK31出土遺物 4区呵層SD16出土遺物
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4区 1・ 2層 出土遺物 (3)
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碑

4区 1・ 2層出土遺物 (4)
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4区 1・ 2層 出土遺物 (5)
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4区 1・ 2眉出上遺物 (6)

4区Ⅲ2層 出土遺物 (7)
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4区 1・ 2層 出上遺物 (8)
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4区3層SK42・ 48出土遺物

4区3層 SX06出土遺物 4区3層出土遺物 (1)
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4区3層出土遺物 (2)

186‐26

4区3層出土遺物 (3)
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4区3層出上遺物 (4)

4区3層出土遺物 (5)

4区3層出土遺物 (6)
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4区5～10層SK49出土遺物

4区5～ 10層土器溜まり1出土遺物 (1)



図版154

4区5～10層土器溜まり1出土遺物 (2)

4区5～ 10層土器溜まり1出土遺物 (3)
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4区5～10層土器溜まり1出土遺物 (4)
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4区5～ 10層出土遺物
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8区 [7区 との境界]土層断面

(南から)

8区 [7区・9区 との境界]

土層断面 (南から)

8区SX01(北 から)
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8区S101検出(北東から)

8区S101覆土除去後

(北東から)
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8区S101-SK01(北西から)
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摯 8区S101-SK02(1断覇力もら)

8区S101遺物出土状況

8区S101完掘 (北東から)
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8区SK27(東から)

8区SK28(北東から)

8区SK29(北西から)
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8区SK30(北 西から)

8区SK31(南西から)

8区SK32(南から)



8区土器溜まり1(南から)

8区土器溜まり3(南から)騒

8区土器溜まり4検出

(東から)
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8区土器溜まり4(東 から)

8区土器溜まり5(南 から)
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8区硬化面 (南から)

8区 ピット及び焼土面
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8区土器溜まり5調査状況
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8区弥生土器出土状況

8区古銭出土状況
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8区鉄製品出土状況
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8区0層出土遺物 (1)
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8区0層出土遺物 (2)
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8区0層 出土

遺物 (3)

8区0層出土

遺物 (4)

8区 S101出土遺物
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8区土器溜まり1・ 3・ 4出土遺物

8区土器溜まり5出土遺物 (1)
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8区土器溜まり5出土遺物 (2)

8区土器溜まり5出土遺物 (3)
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8区1層 出土遺物 (1)
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209‐ 14

8区 1層 出土遺物 (2)

8区 1層 出土遺物 (3)
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8区 1層出土遺物 (4)
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8区 1層 出土遺物 (5)

8区 1層出土遺物 (6)
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8区 1層 出土遺物 (7)

8区 1層 出土遺物 (3)
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8区 1層 出土遺物 (9)

8区 1層出土遣物 (10)
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9区SB04(封ヒから)

9区SK02(東から)

「

9区SK05(北東から)'・ |´
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